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各 位

会議録の作成にあたっては、誤りのないよう留意しておりますが、

時間の関係上原稿校正は初校しかできなく、誤字、脱字等があります

ことを深くお詫び申し上げます。

まことに恐れ入りますが、御了承のうえ御判読いただきたくお願い

致します。

松前町議会議長 伊 藤 幸 司
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提出案件及び議決結果一覧表
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（開会 午前１０時００分）

◎議長あいさつ

○議長(伊藤幸司君) おはようございます。

一言、ご挨拶申し上げます。

本日、令和８年松前町議会第１回臨時会が招集されましたところ、皆様には何かとご多

忙のところご出席下さいまして、会議の運びに至りました事を厚く御礼申し上げます。

◎開会宣告・開議宣告

○議長(伊藤幸司君) ただ今から令和８年松前町議会第１回臨時会を開会致します。

直ちに会議を開きます。

◎諸般の報告・議事日程

○議長(伊藤幸司君) 議会に関する諸報告並びに本日の議事日程につきましては、お手元

に配布のとおりであります。

◎会議録署名議員の指名

○議長(伊藤幸司君) 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、２番勇谷鷹宇君、３番三浦昭雄

君、以上２名を指名致します。

◎議会運営委員会報告

○議長(伊藤幸司君) 日程第２、議会運営委員会の報告を求めます。

議会運営委員会委員長、沼山雄平君。

○議会運営委員会委員長(沼山雄平君) 先程開催された議会運営委員会において、本臨時

会の会期は本日１日限りと致しまして、議事日程につきましては、お手元に配布のとおり

進めることに決定致しました。以上でございます。

○議長(伊藤幸司君) 以上で報告済みと致します。

◎会期の決定

○議長(伊藤幸司君) 日程第３、会期の決定を議題と致します。

お諮り致します。

ただ今の議会運営委員会報告のとおり、今期臨時会の会期は本日１日限りと致したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。
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◎報告第１号 専決処分報告について

○議長(伊藤幸司君) 日程第４、報告第１号、専決処分報告についてを議題と致します。

提出者の説明を求めます。政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) おはようございます。

ただ今議題となりました、報告第１号、専決処分報告について、その内容をご説明申し

上げます。

当該専決処分は、緊急執行を要した、令和７年度松前町一般会計補正予算(第９回)を、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分書のとおり専決処分しましたので、

同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求めようとするものであります。

これは、令和８年１月１９日に内閣総理大臣が会見において、通常国会冒頭の１月２３

日での衆議院解散を表明し、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査が１月２７

日公示、２月８日執行の見込みとなったことから、その投開票事務等に要する経費につい

て、急遽の補正予算が必要となり、令和８年１月２０日をもって、別紙補正予算の専決処

分をさせていただいたところでございます。

それでは、専決処分の内容をご説明申し上げます。１ページ、タブレット上の３ページ

をご覧願います。

専決処分書、地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり、令和８年１月２

０日に専決処分したものでございます。

令和７年度松前町の一般会計補正予算(第９回)は、次に定めるところによるものです。

第１条歳入歳出予算の補正です。規定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１千４

８７万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７１億８千８４２万６千

円とするものでございます。第２項と致しまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」

によるものでございます。

それでは、歳入歳出の詳細を事項別明細により説明させていただきます。まずは、歳出

からです。７ページ、タブレット上の９ページをご覧願います。

３．歳出です。２款４項４目衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費で、６

７４万円の追加計上です。１節報酬から、次ページ１５節原材料費までの合計で、６７４

万円の計上です。これは、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の投開票事務

等に要する費用の計上です。

９ページ、タブレット上の１１ページです。１３款１項１目職員給与費で、８１３万１

千円の追加計上です。３節職員手当等で、８１３万１千円の計上です。これは、衆議院議

員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の投開票事務等に要する経費の計上です。

また、附表として給与費明細書を１０ページから２５ページ、タブレット上の１２ペー

ジから２７ページに添付しておりますのでご参照願います。以上が歳出です。

次に、歳入です。６ページ、タブレット上の８ページをご覧願います。

２．歳入です。１５款３項１目５節衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査委

託金で、１千４８７万１千円の計上です。これは、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判

官国民審査の投開票事務等に要する経費の道委託金の計上です。以上が歳入です。

２ページ、タブレット上の４ページをご覧願います。第１表歳入歳出予算補正で歳入で

す。歳入合計が、補正前の額７１億７千３５５万５千円に、補正額１千４８７万１千円を
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追加し、補正後の額を７１億８千８４２万６千円にするものでございます。

３ページ、タブレット上の５ページです。歳出です。歳出合計につきましても、歳入同

様補正前の額に、補正額１千４８７万１千円を追加し、補正後の額を７１億８千８４２万

６千円にするものでございます。

以上で、報告第１号、専決処分報告の令和７年度松前町一般会計補正予算(第９回)の説

明とさせていただきます。ご承認のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

報告第１号を承認することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、報告第１号は承認することに決定致しました。

◎議案第１号 令和７年度松前町一般会計補正予算(第１０回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第４、議案第１号、令和７年度松前町一般会計補正予算（第１

０回）についてを議題と致します。

提出者の説明を求めます。政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今議題となりました議案第１号、令和７年度松前町

一般会計補正予算(第１０回)は、国が昨年定めた、強い経済を実現する総合経済対策、ま

たそれに対応する国の補正予算が可決、成立され、その施策の中で物価高騰の影響を受け

た生活者や事業者を引き続き支援するため、重点支援地方交付金が拡充されたことに対応

するための補正予算であります。

また、本補正予算には、その他緊急を要する事業等も併せて計上させていただいたとこ

ろであります。

それでは、議案に基づきご説明申し上げます。

令和７年度松前町の一般会計補正予算(第１０回)は、次に定めるところによるものです。

第１条、歳入歳出予算の補正です。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億

８千１５２万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億６千９９５

万４千円とするものでございます。第２項と致しまして、歳入歳出予算の補正の款項の区

分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算

補正」によるものでございます。

第２条、債務負担行為の補正です。既定の債務負担行為の補正は、「第２表債務負担行

為補正」によるものでございます。

それでは、歳入歳出の詳細を事項別明細により説明させていただきます。まずは歳出か

らです。１４ページをご覧願います。

３．歳出です。２款１項５目地域振興費で、１２１万８千円の追加計上です。１８節松

前町ＬＥＤ照明器具買換等奨励金で、１２１万８千円の計上です。これは、当初予算で７
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０世帯分３８５万円、令和７年第３回定例会、令和７年度松前町一般会計補正予算（第５

回）で、５０世帯分２７５万円を追加し、合計１２０世帯分６６０万円を計上させていた

だいているところでございますが、申請件数の増加により、予算に不足が生じる見込みで

あることから、その不足分に係る費用の計上です。

１５ページです。３款１項１目社会福祉総務費で、１千６２０万４千円の追加計上です。

１８節物価高騰等対策生活支援さくら商品券発行事業住民税非課税世帯補助金で、１千６

２０万４千円の計上です。これは、国のエネルギー・食料品価格等高騰対策であり、物価

高騰等の影響を受けている生活者に対する施策で、住民税非課税世帯に１世帯あたり１万

円のさくら商品券を配布するもので、松前商工会に対し補助するものであります。なお、

参考資料として、４０ページに生活支援さくら商品券発行事業住民税非課税世帯補助金の

概要を掲載しておりますので、ご参照願います。

１６ページです。２項１目児童福祉総務費で、９７０万２千円の追加計上です。１０節、

１１節、１２節、１８節に計上する物価高対応子育て応援手当給付の合計で、９３４万９

千円の計上です。これは、物価高が長期化し、その影響を強く受けている子育て世帯を支

援し、こども達の健やかな健康を応援するため、児童手当支給対象児童を養育する父母等

を対象に、児童１人あたり２万円を給付するもので、対象児童４３０人を想定し、子育て

応援手当８６０万円、事務費７４万９千円を計上したところであります。なお、参考資料

として、４１ページに物価高対応子育て応援手当給付事業の概要を掲載しておりますので、

ご参照願います。

次に、１７節保育所備品購入費で、１０万円の追加計上です。これは、現在年中児保育

室で使用しているストーブが故障したため、新たに購入する費用の計上です。

次に、１９節児童デイサービス障害児通所給付費で、２５万３千円の追加計上です。こ

れは、通所回数が増加したことによる年度末までの決算見込みによる計上です。

１７ページです。２目児童措置費で、１２０万円の追加計上です。１９節児童手当支給

事務合計で、１２０万円の計上です。これは、年度末までの決算見込みによる計上です。

１８ページです。６款２項１目林業振興費で、２３４万４千円の減額計上です。１１節

から２６節に計上する鳥獣被害防止対策の合計２３４万４千円の減額計上です。これは、

令和７年第４回定例会、令和７年度松前町一般会計補正予算(第７回)で鳥獣被害防止対策

用公用車の更新に係る費用を計上させていただきましたが、年度内の納入が困難の理由で、

入札が不調となりました。しかし、早期納入が必要なことから、納期を翌年度以降とし、

再度の入札を行うため、令和７年度予算を全額減額し、別途債務負担行為での計上を行う

ものでございます。

１９ページです。７款１項１目商工振興費で、１億４千４１２万円の追加計上です。１

８節物価高騰等対策生活支援さくら商品券発行事業補助金で、１億４千４１２万円の計上

です。これは、国のエネルギー・食料品価格等高騰対策であり、物価高騰等の影響を受け

ている生活者に対する施策で、町民１人あたり２万５千円分のさくら商品券を配布するも

ので、松前商工会に対し補助するものであります。なお、参考資料として、４２ページに

生活支援さくら商品券発行事業補助金の概要を掲載しておりますので、ご参照願います。

２０ページです。８款２項２目道路新設改良費で、８２０万６千円の追加計上です。１

４節町道改良工事請負費で８２０万６千円の計上です。これは、町道茂草線改良工事で運

搬捨土等の経費が増加したことから、その不足する費用の計上です。

２１ページです。１０款４項４目社会教育施設管理費で、７１万５千円の追加計上です。

１０節町民総合センター管理修繕料で、７１万５千円の計上です。これは、町民総合セン
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ターＦＦ式ストーブの集中制御盤が経年劣化等により故障したため、その修繕に係る費用

の計上です。

次に、６目史跡保存整備費で、４２万円の追加計上です。１０節史跡保存管理修繕料で、

４２万円の計上です。これは、昨年１２月１８日の強風により、史跡内の侵入防止策の一

部が倒壊したため、その修繕に係る費用の計上です。

２２ページです。１３款１項１目職員給与費で、２０８万７千円の追加計上です。３節

職員手当等で、５３万円の計上です。これは、物価高対応応援手当給付に係る職員時間外

勤務手当４１万円、会計年度任用職員時間外勤務手当１２万円の計上です。

次に、４節会計年度任用職員社会保険料で、１５５万７千円の計上です。これは、年度

末までの決算見込みによる計上です。また、附表として給与費明細書を２３ページから３

７ページに添付しておりますので、ご参照願います。

以上が歳出です。次に歳入です。８ページをご覧願います。

２．歳入です。１０款１項１目１節地方交付税で、２千３８１万３千円の追加計上です。

これは、歳出額に対しての財源調整による計上です。

９ページです。１４款１項１目民生費国庫負担金で、１１５万円の追加計上です。これ

は、いずれも歳出で計上しております説明欄の各種事業費に対する国庫負担金の計上です。

１０ページです。２項１目１節物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金で、１億３千

８２９万２千円の追加計上です。これは、歳出で計上しております説明欄の各種事業費に

対する国庫補助金の計上です。なお、参考資料として、３９ページに物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金の各事業への充当状況を掲載しておりますので、ご参照願います。

次に、２目２節物価高対応子育て応援手当給付事業費補助金で８６０万円、物価高対応

子育て応援手当給付事務費補助金で１２７万９千円の追加計上です。これは、いずれも歳

出で計上しております説明欄の各種事業費及び事務費に対する国庫補助金の計上です。

１１ページです。１５款１項１目民生費道負担金で、１３万円の追加計上です。これは、

いずれも歳出で計上しております説明欄の各種事業費に対する道負担金の計上です。

１２ページです。２０款４項１目２節児童デイサービス事業受託金で、６万４千円の追

加計上です。これは、歳出で計上しております説明欄の事業費に対する受託金の計上です。

１３ページです。２１款１項６目土木債で、８２０万円の追加計上です。これは、歳出

事業に対する起債分の計上です。

以上が歳入です。３ページをご覧願います。

第１表歳入歳出予算補正で、歳入です。歳入合計が、補正前の額７１億８千８４２万６

千円に、補正額１億８千１５２万８千円を追加し、補正後の額を７３億６千９９５万４千

円にするものでございます。

４ページです。歳出です。歳出合計につきましても歳入同様、補正前の額に補正額１億

８千１５２万８千円を追加し、補正後の額を７３億６千９９５万４千円にするものでござ

います。

５ページです。第２表債務負担行為補正です。追加の分として１事業を記載のとおり追

加するものでございます。

以上で議案第１号、令和７年度松前町一般会計補正予算(第１０回)の説明とさせていた

だきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番勇谷君。
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○２番(勇谷鷹宇君) 今、説明していただいたなかで、さくら商品券を配布するというこ

とで、これ期日、聞いていましたのが、３月１日から８月くらいまでというお話でしたが、

先に結論から言うと、ライドシェアでも使えるような形にしていただけないかな。まちの

商店で５００円の券と考えると、どうしても５００円ワンコインでライドシェアって、ど

うしても頭に浮かんでしまうんで。

ただ、これはですね、今結論から言いましたけども、多分１月末で一回国の補助でのラ

イドシェア終わるんですね。そのあと、２、３月どうしていくのか、その先どうなるのか

は私わかりません、情報もありませんので。そういった形で使えていければ。

だいぶ、今雪降ってきたらバス停まで歩けない、病院のバスの停まるとこにも行けない、

そういうお年寄りがおられるようで、その人がライドシェア、電話でオーダーして来ても

らったらいいと、ライドシェア。玄関の前に停まってくれて、病院も前まで行ってくれて

っていう形で、歩かなくてすむんで助かったっていう声も聞いていますし、そういうふう

にできないかなということ、いかがでしょうか。

使えるさくら商品券、使える補助が３月１日からっていうのもちょっと、なんかよく読

んでなかったんですけど、８月までとかっていう期間とか、ライドシェアの復活する期間

になるのかならないのかっていう、その辺私情報ないので教えていただけないかと思いま

して。よろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課長。

○産業振興課長(熊谷直実君) さくら商品券をライドシェアでの活用ということのご質問

でありました。さくら商品券については、商工会が発行している部分で、加入店舗で利用

できるという部分であります。

現在町内では、１５０店舗で利用できるような形にはなっているんですけれども、ライ

ドシェアの部分は、現在この加盟店舗に入ってない状況がありますので、利用はできない

ような形にはなりますけれども、ちょっと商工会とも協議して、今後利用できる形になる

かという部分は協議していきたいというふうに思っております。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時２２分)

(再開 午前１０時２３分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) 公共ライドシェアのご質問でございます。公共ライドシ

ェアは１１月から３ヶ月間、国の補助事業で実証実験してございます。２月３月は、１２

月定例会で補正予算で出していただきまして、町の、国庫補助の入らない町の単独費で実

施する予定でございます。

議員ご質問のとおり、今回のさくら商品券の発行に関しては、函館バスさんが商工会に

加入してございませんので、使用はできませんけども、担当課としましては、これからも、

私どもは現金５００円で乗ることも可能ですし、できれば交通系のＩＣカードを使ってい

ただきたいということで周知してございます。今後公共ライドシェアの利用促進に関して

は、様々な方法を検討しまして、利用できるような、皆さんが使いやすいような状況を検

討していきたいと思っておりますが、今回のさくら商品券に関しましては、その商品券で

公共ライドシェアに乗ることはできないということになってございます。以上です。
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○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

副町長。

○副町長(尾坂一範君) 先ほど、産業振興課長の方から答弁ありましたが、あくまでも松

前商工会に加盟してなければ商品券は使えないというふうな形になりますので、協議云々

という話はしましたが、函館バスさん自体がそういうふうな形で入るのかどうか、そこが

一番課題にはなるのかなというふうに思います。

函バスさんも松前だけでなくてあちこちにありますので、松前営業所だけで入るものな

のかどうかとか、その辺も、あくまでも函館バスさんの意志が大事かと思いますので、簡

単にはいかない。今のままであれば、当然加盟してないので使えないというふうな形にな

ろうかと思いますので、ご理解願います。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) ありがとうございます。加盟していないから使えない、わかります。

質問していて、多分加盟は函バスさんはしていないのわかりますが、それを何とかしてい

ただけないものかというふうなお願いでございます。

ですから、できないんだよって言われてしまえば、それで結構です、いいんです。国の

補助、基本的にスマホでオーダーして、電子決済して、スマート決済して。そういうなか

での枠組みで物事を進めて行く。どれだけの人ができるんですか、この間も、私だけです

よね、やってたの、そのあと増えてますか。そういうところを考えて、物事を進めていた

だきたいということでございます。

ですから、できないということがわかりましたので、結構です。ありがとうございまし

た。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

５番沼山君。

○５番(沼山雄平君) 今回のさくら商品券の件ですが、これは、令和４年に行った商品券

ではですね、共通券も発行してあったんですね。それはドラッグストアだとか、大型店舗

で使える商品券。今回、商工会加盟店に絞るということというふうに理解しております。

なぜこういうふうな商工会加盟に絞るというふうなことになったのか、その辺のところち

ょっと教えてください。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時２７分)

(再開 午前１０時２８分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

産業振興課長。

○産業振興課長(熊谷直実君) 今回のさくら商品券の発行の関係でございます。町民の生

活が困窮している部分で、地域の買い物でなければなかなか地域の経済も回らないという

部分で、さくら商品券の発行となったものでございます。

町においては、商工会とも協議をしまして、三つのポイントで今回経済対策も含めた発

行をしていきたいというふうに思っております。一つ目と致しましては、生活者の支援に

繋がるという部分でございます。飲食の部分、それから食料品、今の時期でいくと燃料費

の部分、その辺も支援に繋がるという部分であります。

また、２点目とすれば消費を町外に流失させないという部分でございます。町内での消
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費に繋がるこの仕組み、さくら商品券で消費を町内でという部分でございます。

３点目と致しましては、同じような部分ですけれども、地域の商店を守っていくという

部分で、小規模事業者を支援する仕組みをしっかり、その辺も含めて支援していくという

観点から、今回さくら商品券での支援という部分になったところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ５番沼山君。

○５番(沼山雄平君) 十分理解はできます。町外に流失させないとか、それから商店を守

るというふうに関しては、十分理解はしています。

ただですね、今回この国の重点支援地方交付金に関しては、二つの大きなメニューあり

ますね。一つは事業者支援、もう一つは生活者支援ということです。だとすれば、生活者

の支援っていう立場を少し考え、いや、これは商工会、十分理解できるんですよ。ですか

ら、全部が全部ということでなくて、せめて半分ぐらいは自由に使えるような生活者支援

のあり方でもいいんじゃないかと思うんですよ。

国のこうしたですね、推奨事業メニュー見ても、事業者支援とそれから生活者支援とあ

るんですよ。だから、どこを向いてるかということなんですよ。あくまでも事業者のほう

ばっかり向いてるのか、それとも松前町の消費者のほうに向いてるのか。皆さん、食料品

などの高騰で皆さん困っています。この辺のところをですね、もう少し柔軟性をもった、

せっかく大きな金額です。１人２万５千円、３人いると７万５千円。これを町内の事業者、

十分理解できています。ただ、もう少し生活者のほうを向いた対策も必要でないかと思う

んですよ。

もっと言うと、国のこうした支援対策に関して、町は制限すべきでないと思うんですよ。

この辺のところ、どうなんですか。お答えください。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課長。

○産業振興課長(熊谷直実君) 今回の重点支援交付金については、国において、地域の実

情にあった適格な支援を行うようにということの通知がありまして、推奨する事業メニュ

ーとすれば、今沼山議員がおっしゃった、生活者支援、それから事業者支援という提示が

あったところでございます。

現在、松前町においては物価高騰の影響は、事業者の部分、この部分にとどまらず、全

ての町民に波及してる部分があるかと思っておるところでございます。今回の商品券の配

布で、家計の負担の軽減ですとかいう部分についても、迅速に実施できる手段だというふ

うに考えまして、今回の配布に至ったところでございます。

まずは、そういった面で生活者支援をしっかりしていきながら、町内の店舗、事業者も

確実に町内において現金が回る、循環する部分も含めて今回の配布をしようとするもので

ございます。

○議長(伊藤幸司君) ５番沼山君。

○５番(沼山雄平君) これは、令和４年８月１日から令和４年１２月３１日まで。この時

点で、コロナ禍で傷んだ個人消費だとか、町内の活性化図るために商品券発行しておりま

す。このときはですね、共通券発行しています。このときは随分町民に喜ばれたんだと思

います。

せっかく発行するのであれば町民に喜ばれて、良かったなと。それからもう一つは、事

業者の方にも、でも助かったなと言える両側面のですね、こうした対策も必要だったので

はないかと思うんですよ。

相当、今回のこの商品券に関しては、皆さん楽しみに待ってると思いますよ。まさか、

町内の商工会加盟店のみでしか使えないということは、おそらく金額大きいのでゆめゆめ
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考えてないと思いますよ。

今後のこともありますので、国が打った経済対策に関しては、やはり制限をつけるべき

ではないということを申し上げておきたいと思います。町長、その辺どうなんですか。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 確かに、松前商工会加盟店じゃないと使えない。ただ、これはやは

り私ども商品券を出すうえで、やはり地域の商工会、そういう会がしっかりと取り組んで

いただけるということで委託しておりまして、補助金を出しておりまして、そして、やは

りここをしっかり守っていかなきゃならないと。

先ほど、違うライドシェアのお話もありましたが、私どもは商工会をはじめ、そういう

ところに加盟していただければ、それは決して除外するものでもありませんし、そして何

か今聞くところによるとですね、そういうものに加盟しようというような動きもあるやに

聞いております。少しでも、やはり皆さん会費を払って、そして自分達で事業をやって取

り組んでおります。こういうときに一緒になって、やはりそういう未加盟の店も入ってい

ただければと思っております。

そして、今回おっしゃるとおり事業者支援もありました。そして、やはり補助金何とか

ならないかというところの団体もありました。ただ、今回は町民に直接商品券をお渡しす

るということで、それぞれの業界の方がそれを回収する手立て、イベント等も考えて取り

組んでいただきたいということで。

ただ、これは経済対策ばかりではないので、前は１ヶ月２ヶ月の短期間で使ってくださ

いということもありましたが、これは長く使えるように８月いっぱいまでは使えるという

ような形で、消費者目線で私どもは取り組んだ考えでおります。

ただ、やはり商工会に関しましては、やはり１店でも多く加盟していただいて、そうい

うものの使いやすくなれるように、商工会のほうにもそういう勧誘、そういうものを取り

組んでいただけるように、私どももこれからもお話をしていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

４番飯田君。

○４番(飯田幸仁君) 沼山議員とちょっと似たような部分を考えてたこともあったんです

けども、今回さくら商品券が発行ということについての、これから先の中身について、ち

ょっとお伺いしたいと思います。

現在、この商品券が使われる店舗が１５０店舗と書いてあります。過去にさくら商品券

を発行していただいた時に、店舗の名前を書いた紙が一緒にはまってるんですけども、実

は地域でここのお店という紹介しかしてなくて、そこのお店で何を販売しているのかって

いうことについては、消費者にしてみるとちょっと不親切かなと思います。

今回は、例えば必要なもの、何が必要なのかっていう部分が含まれた商品券発行でもあ

ると思います。例えば、お米がほしいとか、何がほしいとかっていって、消費者の目的が

はっきりしてると思われるので、何々地区で何々商店、何々地区で何々商店っていう表記

だけだと、ちょっと不親切に思うので、できれば、例えば業種別でやってもいいんではな

いかなと。ちょっと一手間を加えていただけた方が、商品券をもらった町民も、今までこ

この店ひいきにしてたけども、じゃあこっちの方にこういうものが売ってるんだったら、

そっちにも行ってみようかなっていう気になるのではないかなというふうに思っておりま

す。

なので、その辺についてのものが従来どおり地域別の店舗だけの紹介なのか、それとも
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まだ発行してないのであれば、発行するまでの間にそういった業種別ですとか、あるいは

現在の店舗名に括弧何々っていう、これを売ってますよみたいなものを表記できるのかど

うか、ちょっと教えてください。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課長補佐。

○産業振興課長補佐(佐藤佳智君) 飯田議員のご質問と言いますか、さくら商品券のお店

のことだと思います。

実は、毎年、毎月ですね、前後異動終わりまして、その都度異動しながら、チェックし

ながらやっていくんですけども、やはり地区の方は基本この店には何を売ってるっていう

のは、基本私どもはわかっているのかなと、まず思っております。

今の形になったのは、商工会のほうでいろんな形を模索して、いろんな意見を聞きなが

ら今の形に、地区別ということが一番見やすいんじゃないかということで、現在になって

いるんですけども、今後は飯田議員さんの意見とかを踏まえて、その辺は今回の意見を商

工会にも伝えまして、その辺は協議していきたいと思っておりますので、よろしくお願い

します。

○議長(伊藤幸司君) ４番飯田君。

○４番(飯田幸仁君) そこは、なるべく検討していただければなと思います。

続きましてですね、これ町で発行してるということで、１月１４日の北海道新聞のほう

で報道されてますけども、町のほうでは、加盟店については商工会経由で商工会のほうで

の店舗紹介になると思うので、町のほうからは多分、それはホームページ等には載せられ

ないかなとは思うんですが、実は町民向け、あるいは観光用に向けたＬＩＮＥありますね、

あちらのほうに店舗の１５０店舗を書いた一覧表ですとか、あるいはそこの店では何を売

ってるかっていうものもインターネットの方、要はＬＩＮＥのほうでの告知なんかもして

もらえれば、ちょっと助かるかなと思います。

紙なくしちゃった場合とかのこと考えると、ちょっとその辺も対応できるかどうか、ち

ょっとお伺いしたいところですが、いかがでしょうか。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課佐藤補佐。

○産業振興課長補佐(佐藤佳智君) 店舗の、今はアナログで封筒で一緒に送ってました。

飯田議員おっしゃるとおり、ＬＩＮＥ等で掲示したらどうかということです。まさにその

とおりだと思います。私どももその辺、ちょっと気付かない部分があったと思いますので、

それは早速今回から町の公式ＬＩＮＥの方で、皆さんに周知していきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) ４番飯田君。

○４番(飯田幸仁君) ぜひお願いします。３月１日からスタートということでございます

ので、それまでに、数日前までに表記していただければありがたいなと思っておりますの

で、よろしくお願い致します。答弁はいいです。

○議長(伊藤幸司君) １番齋木君。

○１番(齋木良太君) 各議員と似た質問になるんですけれども、私、やはりさくら商品券、

利便性っていうところが、やはりちょっと足りないのかなと。なので、いろんな議員から

も質問が出てるのかなというふうに感じております。

そういしたなか、私こういうものは長い期間で使ってほしいと、以前お願いしたことが

ありましたので、今回そういう、８月まで使えるっていうふうにしていただいてたってい

うのは良かったなと思います。

そして、沼山議員おっしゃってたように生活者支援、そして事業者支援の二つの観点か
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らのお話があったんですけれども、一つ、印象的には、やはりどちらかと言えば事業者の

視点に立ってるのかなというふうな印象は受けますけれども、地域経済に資するという町

長の方針っていうか、姿勢があると思いますので、その点は何もないんですけれども、そ

れに対して、３款１項１目の方の非課税世帯に対する今回のこの支援なんですけれども、

非課税世帯に限ってはもう少し生活者の目線に立っての支援で良かったのではないか。

というのも、さくら商品券じゃなくて、別の手立てもあったのではないか。そうしたほ

うが生活の援助になる、物価高騰に対する援助になったんじゃないかなというふうな気持

ちがあるんですけれども、どのような経緯で非課税世帯の方もさくら商品券としたのかと

いうことを教えていただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時４５分)

(再開 午前１０時４６分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

保健福祉課長。

もとい、副町長。

○副町長(尾坂一範君) ただ今の齋木議員のご質問にお答え致します。今回は齋木議員お

っしゃるとおり、通常の全町民に対する、さらには非課税にも上乗せのような形っていう

ふうなことで考えて、先ほど来、いろいろ生活者支援だとか事業者支援も合わせてできる

ものが、基本的にさくら商品券という形で今回は考えました。

これで、例えば現金だとかは、それであれば、本当に自分のどこでも使えるという形で

やりやすい部分もあるんでしょうが、やはり地域のなかで経済回すためには、というふう

なことを重点的におきまして、商品券、商工会加盟のさくら商品券というふうな形で整理

させて、提案させていただいたところでありますので、ご理解願います。

○議長(伊藤幸司君) １番齋木君。

○１番(齋木良太君) 町外の流失を防ぐっていうところの観点がやはり少し強すぎるのか

なと、お話を聞くとそういう印象を受けました。

やはり２万５千円をもらってさらに１万円非課税世帯の方、ありがたいと思うんです。

やっと発行していただけるのかという声も聞いておりますので、そういう面で、もう少し

利便性の向上があるなかでやっていただければっていう思いが強いですので。

そして、やはり生活困ってるのは非課税世帯の方だと思います。なので、今後もう少し

何かできないのか、そういうところの検討をですね、していただければなというふうに思

います。

何かを聞きたいわけではないんですけれども、意見を述べさせてもらって終わりにした

いと思います。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

６番福原君。

○６番(福原英夫君) いくつかお聞きしたいと思います。

まず、町民は本当に待っていた、補助金って言ったらいいんでしょうか、利用金と言っ

たらいいんでしょうか、やはり各市町村、全国的にも１２月前にも見込みなのかわかりま

せんけど、支給しますよということを、すごくスピーディーにアナウンスしておりました

んでね、まず、やはりスピード感がちょっと足りないかなあということで、今後検討して
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いただきたいと。

二つ目が、この補助金なんですけども、交付税は、これは１人あたりいくらを基準とし

てこの交付税の算定されたのか。なぜかと言うと、松前町の一般財源が結構大きいもんで

すから。それで、標準１人あたりを答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時４９分)

(再開 午前１０時５１分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

１点目、産業振興課長。

○産業振興課長(熊谷直実君) 今回のさくら商品券の発行について、スピード感をもって

ということのご質問でありました。

今回の国の通知を受けて、どのような形の今回の支援と言いますか、いう部分を、して

いこうという部分を協議しまして、商工会とも、さらに協議をしましてということのスケ

ジュールで進めてきたというところでございます。さらにスピード感を持って今後対応し

ていけるよう、取り組んでいきたいと思っております。

○議長(伊藤幸司君) ２点目、政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) 福原議員の、重点支援交付金の算定方法でございます。

国のほうは、国の令和７年度の補正予算で重点支援交付金を２兆円、追加してございます。

その２兆円のうち、算定方法につきましては、人口、物価上昇率、財政力等を基礎として

算定するとなってございまして、市町村に通知は額のみの通知となってございます。１億

３千８２９万２千円を、松前町はこの支援交付金が出ますよという通知しか来なくて、そ

の詳しい中身については計算方法は、今言った算定式が示されているのみでございます。

以上です。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 次に、住民目線で利用しやすいか、利用しにくいかっていう点、皆

さん質疑してましたけど、町民の声は、松前町の方で消費できる商工会加盟のさくら商品

券を利用できるお店は限られていると。白神から原口まで、昔のような店舗はほとんどご

ざいません。そうすと、今利用しやすいのは油を購入したり、設備を更新したりっていう、

そういうふうな部分に集中してしまうわけでございます。

それで町民目線を考えると、現金でやはりほしいと。買う場所がないもんですから、足

がない、自分達が買い求める時間帯に行けない。そういう不便さが松前町のなかにおこっ

ているわけでございます。それで、さくら商品券と現金給付とミックスした方法論はでき

ないかなあということの質疑でございます。それ１点目。

その次に、なぜ先ほど交付税１人あたりかということをお聞きしたのは、一般財源を投

入して加算して支給されるわけです。町民は大変喜んでおります。しかし、松前町の財政

事情がよくないということを頻繁に聞きます。少しでもお金を次のほうに回したい、大き

い事業費に回さなければならないのに、それを削ってまで町民目線で、町民の生活厳しい

だろうというような目線で支給されるわけでございますけれども、そこに至った考え方を

お聞きしたい。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 私の方から答弁させていただきます。確かにいろんな方法あります。
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現金で出す方法もあります。それ以外のもので出す方法もあるでしょうし、現金と商品券

ということもあるかもしれません。

けど、今福原議員おっしゃったように、結局は、よく町民の皆さんから聞きます。なぜ

地域の商店がこれだけなくなったのか。そうすると、やはりみんなは大手のスーパーなり、

そういうところに行きたい。そういうところで普段からやはり買ってる。それは、やはり

地域にある、今ある店を守ることにはならないわけでございます。

そういったなかで、私どもは、やはりそういう店を１件でも多く守っていきたいという

ところもあります。これは、確かに事業者支援ありきというよりも、消費者の方が現状の

なかでもやはり利用されておりますんで、そういう消費者の方にやはり利用していただき

ながら、地元の事業者も守っていきたいというふうに考えているところでございます。

私どもは、やはり、今回一般財源からも出しております。これ、一般財源から出さない

でやろうと思えば、それはそれでできます。いただいたお金返すとか、そういうこともで

きます。けど、やはり財政の基盤しっかりと見ながら、どこまでやったら財政的に町とし

ても耐えられるのか。そういうものを十分検討して、この金額であればいけるということ

で、私どもは今回１人あたり２万５千円、そしてまた、非課税世帯には１万円という形で

取組を決定さしていただいたところでございます。

今回、また終わりましたら、様々な意見が出てくるかもしれません。本当にいいのか悪

いのかちょっとわかりませんけども、毎年この時期になると１２月の末からある程度生活

者支援、物価高騰対策、経済対策支援ということでここ毎年きております。

そういったなかにあって、今後またこれが継続されるようであれば、どのような使い方

が、支給って言うか、どのようにお届けすることが一番町民の方が喜んでいただけるのか、

この辺のところは今回の結果も見ながら、またじっくり、しっかりと検証してまいりたい

と思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願い致します。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 申し訳ないですけども、そういう答弁では納得する人と納得しない

人が出てくるんでないでしょうか。

やはり利用ができない地域に松前町がなってきているんだよと。だから、それをどう改

善して、町に住む人達がその恩恵を自由に使えるかという視点なんですよ。そこのところ

が、これから考えてみますと言われても、もう準備をして発行しなければならない、そし

て待っている町民がいるんですよ。

もう去年からいろんな市町村やってますんでね、やはり町長、そこのところはもう一度

考えていただきたいという気持ちが強いです。

その次に、２点目、一般財源をこの交付税に加算して一人一人に支給するっていうこと

は、町民は先ほどから言って嬉しいです。しかし、松前町の財源が厳しい厳しいと言って

いるのに、本当にいいんですかと。

もらうほうは、それ使うほうは嬉しいんです。しかし、一番の屋台骨の松前町の財源が

厳しいというふうなことでないんですか、厳しくなければいいんですよ、私は。そこのと

ころを答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) １点目、政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) 財政状況の答弁、私の方からさせていただきます。

今回の国の経済対策の重点支援交付金は、１２月中旬に国のほうで補正予算可決成立し

てございます。他の町村の状況見ますと、１２月中に早々に補正予算等で対応している市

町村も近隣に多々ございます。松前町においては、福原議員おっしゃるように財政状況が



- 17 -

良くないと、財政調整基金も多額の繰入の予算を組んでおるのが現状でございます。

ただ、国の方の補正予算のなかには、地方交付税も１兆３千億円程度増額されてござい

ます。これが１２月の下旬に松前町においては、１億２千万程度交付税増額されてござい

ます。１億２千万交付税が再算定で増額されてございまして、１２月に職員給与費等の増

額もございましたが、国の交付税の再算定の中には臨時経済対策費、経済対策に使ってく

ださいということで交付税も増額されてございます。財政担当課としましては、その状況

も見つつ、今回国の交付金以外に対応した一般財源、交付税、地方交付税をその再算定さ

れた分を町長と協議しまして、交付税を充当してございます。私のほうからは以上です。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 私のほうからも答弁させていただきます。今回、町の財政が厳しい、

これは本当に厳しいです。けど、今回のこの事業、これまでの事業に比較すると一般財源

の持ち出しは非常に少なくなっております。この割合的には、やはり町のほうでも財政の

少しでも見直しということで、財政担当ともお話してやっております。

そして、今回はこちらに出ている二つの、町の方からの一般財源出してるやつを合わせ

ますと、２千２００万という数字にはなっておりますが、これは、これまでもそうなんで

すけれど、商品券１００％使われておりません。１、２％はやはりまた使い忘れなのか、

紛失したのかちょっとわからないんですけど、使ってない部分があります。場合によって

は、４％くらいというときも今まででもありました。そういうものを含めるとまた一般財

源の持ち出しはその分下がっていくということになっております。

確かに使うところはないとは言いながら、これまでもそういう９６、９７とかそういう

高い割合で使っていただいておりますので、確かに少しでも町民が助かり、そして地域で

商売もしていけるという、そういうやはり形をつくっていければと思っておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) いろいろ皆さんから難しい問題ばかりで意見が出ておりますが、私

は２月の下旬にこれをゆうパックで配布するということなんですが、不在になった場合に

受け取れないで返ってきたもの、そういうものの確認はできてるんですか、ということが

一つです。

それと２点目、１人でホーム、施設、そういう関係、病院関係に親戚もなくてね、入院

している方の受取方法と使い方、全く寝たきりであれば、この商品券もらって、まして函

館の施設に入居している方とかは、どのような使い方法を考えていらっしゃるんでしょう

か。この２点で結構ですから、お願いします。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課佐藤補佐。

○産業振興課長補佐(佐藤佳智君) まず１点目、返送されてきた部分の取り扱いだと思い

ます。さくら商品券は、現在地、登録地の住所にまず送ります。ただ、そこにいなかった

り、なかには家自体が、そのものがなかったりして戻ってくるものも確かにあります。そ

ういう部分は、内部のほうと言いますか、徹底的に私どもも調べまして再送をしておりま

す。

当然内部的なものもそうですけども、地域の方にここいない、戻ってきたけども、どこ

行ったですとか、そういう部分をある程度きめ細やかに調査して、まず配るようにしてお

ります。

もう１点、施設の入所した方ですとか、寝たきりの方はどうだったということだと思う
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んですけども、私どもは住所地にまず送っております。受け取りに対しては必ず簡易書留、

ゆうパックですので、必ず受け取りのはんこが必要になってきます。当然受けたものを、

寝たきりの方であれば、これは想像なんですけども、家族の方ですとか、当然親戚の方で

すとか、そういう形で当然有効に使っておると思っております。

町長も答弁したとおり、ここ２年くらい、２回くらいは使用率が９８％、若干切れるん

ですけども、結果９８％いっておりますので、その部分は有効に使われていると思ってお

りますので、よろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) いや、状況はわかるんですけど、全く１人で家族親戚がいない方、

この方のところまでは、まあ戻ってきたからしょうがない、町長さっきおっしゃった４％、

１％、２％の範ちゅうのなかだからやむを得ないっていう形でなくって、やっぱり課のほ

うとして、また商工会としてもある程度徹底的にですね、やっぱり全町民に行き渡るよう

に、努力はしているのかどうかということなんですよ。

それが大事なことで、いや、書留で出してるから不在になりましたと、じゃあいないん

だねと簡単に処理してるのか。それとも各地区の民生委員なり、町内会にお願いして、９

９％確実に調べているのか。その辺なんですよ。

やっぱり一人一人にっていう言葉が前提なもんですから、それで戻ってくれば、町の財

源のほうに、先ほど言われましたけど、何パーセントの戻りで使わなかったから、逆に言

ったら良かったっていう解釈もしてるのかなって。もうちょっと努力してもいいんでない

かなと、こう私は思います。

○議長(伊藤幸司君) 産業振興課佐藤補佐。

○産業振興課長補佐(佐藤佳智君) 三浦議員のご指摘のとおり、返送する部分は必ず出て

きます。先ほどもちょっと繰り返しになるんですけれども、戻ってきた部分は、当然地域

の民生委員の方ですとか、各地区に当然役場の職員いますので、そういう方にも聞いたり

してます。そういう部分で、うちとしましては、担当課と致しましては、届かないという

ことがないように、様々な確認と言いますか、当然福祉の部分ですとか、今言った他の職

員の部分参考にして、今後も、これからも届かないっていうことが極力少ない、ゼロにな

るように努力していきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認めます、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１号について、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。

◎閉会宣告
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○議長(伊藤幸司君) 以上をもちまして、今期臨時会に付議されました案件は全て議了致

しました。これをもって令和８年松前町議会第１回臨時会を閉会致します。

どうもご苦労様でした。

(閉会 午前１１時０８分)
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